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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　接合部を有する基礎スラブを施工する基礎スラブ施工工程と、
　前記基礎スラブ施工工程の後に、鉄骨基礎梁を設置して該鉄骨基礎梁と前記接合部とを
接合する基礎梁接合工程と、
　を備え、
　前記基礎スラブ施工工程において、前記基礎スラブの上面から前記接合部としてのスラ
ブ側接合部材を突出させ、
　前記基礎梁接合工程において、下面から梁側接合部材が突出された前記鉄骨基礎梁を前
記スラブ側接合部材から上方へ離れた位置に配置し、前記鉄骨基礎梁と前記基礎スラブと
の間にコンクリートを打設して前記基礎スラブと前記鉄骨基礎梁とを接合する、
　基礎の施工方法。
【請求項２】
　接合部を有する基礎スラブを施工する基礎スラブ施工工程と、
　前記基礎スラブ施工工程の後に、鉄骨基礎梁を設置して該鉄骨基礎梁と前記接合部とを
接合する基礎梁接合工程と、
　を備え、
　前記基礎スラブ施工工程において、前記基礎スラブを構成すると共に側面から前記接合
部としてのスラブ側接合部材が突出された複数のプレキャスト床版を、前記側面同士を対
向させた状態で設置し、
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　前記基礎梁接合工程において、隣接する前記プレキャスト床版の前記側面間に前記鉄骨
基礎梁を設置した状態で該側面間にセメント系充填材を充填し、隣接する前記プレキャス
ト床版同士を接合すると共に該基礎スラブと前記鉄骨基礎梁とを接合する、
　基礎の施工方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基礎の施工方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　捨てコンクリート上にスペーサ（基礎梁固定用治具）を介して鉄骨基礎梁を設置した後
に、捨てコンクリート上にコンクリートを打設して基礎スラブを構築する基礎の施工方法
が知られている（例えば、特許文献１参照）。特許文献１に開示された技術では、基礎ス
ラブ用のコンクリートの打設に伴って鉄骨基礎梁の下面から突出する複数のスタッドを基
礎スラブの上部に埋設することにより、基礎スラブと鉄骨基礎梁とが接合される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－２２９３９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に開示された技術では、基礎スラブ用のコンクリートの打設に伴って基礎ス
ラブと鉄骨基礎梁とが接合されるため、基礎スラブと鉄骨基礎梁との接合作業の手間が低
減される。しかしながら、基礎スラブの施工性を向上させるためには、さらなる改善の余
地がある。
【０００５】
　本発明は、上記の事実を考慮し、基礎スラブの施工性を向上することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１態様に係る基礎の施工方法は、接合部を有する基礎スラブを施工する基礎スラブ施
工工程と、鉄骨基礎梁を設置して該鉄骨基礎梁と前記接合部とを接合する基礎梁接合工程
と、を備える。
【０００７】
　第１態様に係る基礎の施工方法によれば、基礎スラブ施工工程において、接合部を有す
る基礎スラブを施工した後に、基礎梁接合工程において、接合部に鉄骨基礎梁を接合する
。そのため、基礎スラブ施工工程において基礎スラブを施工する際に、鉄骨基礎梁が障害
にならないため、基礎スラブの施工性が向上する。
【０００８】
　また、基礎スラブを施工した後に、基礎梁接合工程において接合部に鉄骨基礎梁を接合
するため、基礎スラブを足場として接合部に鉄骨基礎梁を接合することができる。したが
って、基礎スラブと鉄骨基礎梁とを接合し易くなる。
【０００９】
　第２態様に係る基礎の施工方法は、第１態様に係る基礎の施工方法において、前記基礎
スラブ施工工程において、前記基礎スラブの上面から前記接合部としてのスラブ側接合部
材を突出させ、前記基礎梁接合工程において、下面から梁側接合部材が突出された前記鉄
骨基礎梁を前記スラブ側接合部材の上に配置し、前記鉄骨基礎梁と前記基礎スラブとの間
にコンクリートを打設して前記基礎スラブと前記鉄骨基礎梁とを接合する。
【００１０】
　第２態様に係る基礎の施工方法によれば、基礎スラブ施工工程において、基礎スラブの
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上面から接合部としてのスラブ側接合部材を突出させておく。次に、基礎梁接合工程にお
いて、下面から梁側接合部材が突出された鉄骨基礎梁をスラブ側接合部材の上に配置し、
鉄骨基礎梁と基礎スラブとの間にコンクリートを打設して基礎スラブと鉄骨基礎梁とを接
合する。したがって、例えば、鉄骨基礎梁接合用のアンカー等が不要になるため、基礎ス
ラブと鉄骨基礎梁との接合作業の手間が低減される。
【００１１】
　第３態様に係る基礎の施工方法は、第１態様に係る基礎の施工方法において、基礎スラ
ブ施工工程において、前記基礎スラブを構成すると共に側面から前記接合部としてのスラ
ブ側接合部材が突出された複数のプレキャスト床版を、前記側面同士を対向させた状態で
設置し、前記基礎梁接合工程において、隣接する前記プレキャスト床版の前記側面間に前
記鉄骨基礎梁を設置した状態で該側面間にセメント系充填材を充填し、隣接する前記プレ
キャスト床版同士を接合すると共に該基礎スラブと前記鉄骨基礎梁とを接合する。
【００１２】
　第３態様に係る基礎の施工方法によれば、基礎スラブを複数のプレキャスト床版で構成
することにより、例えば、現場での基礎スラブのスラブ筋の配筋やコンクリートの打設が
不要になるため、基礎スラブの施工性が向上する。
【００１３】
　また、基礎梁接合工程において、隣接するプレキャスト床版の側面間に鉄骨基礎梁を設
置した状態で当該側面間にセメント系充填材を充填する。これにより、隣接するプレキャ
スト床版同士が、セメント系充填材及びスラブ側接合部材を介して接合されて基礎スラブ
が形成される。また、形成された基礎スラブと鉄骨基礎梁とが接合される。したがって、
基礎スラブと鉄骨基礎梁とを容易に接合することができる。
【発明の効果】
【００１４】
　以上説明したように、本発明に係る基礎の施工方法によれば、基礎スラブの施工性を向
上することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の第１実施形態に係る基礎の施工方法によって施工された基礎を示す縦断
面図である。
【図２】（Ａ）及び（Ｂ）は、図１に示される基礎スラブと鉄骨基礎梁との接合方法を説
明する縦断面図である。
【図３】（Ａ）及び（Ｂ）は、第１実施形態に係る基礎の施工方法の変形例を説明する図
２（Ａ）及び図２（Ｂ）にそれぞれ対応する縦断面図である。
【図４】（Ａ）及び（Ｂ）は、本発明の第２実施形態に係る基礎の施工方法を説明する縦
断面図である。
【図５】本発明の第３実施形態に係る基礎の施工方法によって施工されるプレキャスト床
版、鉄骨基礎梁、及び鉄骨柱を示す斜視図である。
【図６】（Ａ）及び（Ｂ）は、第３実施形態に係る基礎の施工方法を説明する縦断面図で
ある。
【図７】第３実施形態に係る基礎の施工方法の変形例を説明する図６（Ａ）に対応する縦
断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　先ず、第１実施形態について説明する。
【００１７】
　図１には、本実施形態に係る基礎の施工方法によって施工された基礎（基礎構造物）１
０が示されている。基礎１０は、地盤１２上に形成された直接基礎とされており、例えば
、フローティング基礎として実施される。この基礎１０の上には、図示しない構造体（上
部構造物）が構築される。なお、基礎１０は、フローティング基礎に限らず、他の基礎で
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あっても良い。
【００１８】
　基礎１０は、基礎スラブ（基礎底盤）２０と、外周基礎梁２２と、鉄骨基礎梁３０と、
床スラブ４０とを有している。基礎スラブ２０は、鉄筋コンクリートで形成されている。
この基礎スラブ２０は、地盤１２を凹状に掘り下げて形成された掘削凹部１４の底面１４
Ａに沿って形成されている。また、基礎スラブ２０の外周部には、外周基礎梁２２が設け
られている。
【００１９】
　外周基礎梁２２は、鉄筋コンクリートで形成されている。この外周基礎梁２２は、基礎
スラブ２０の外周部に沿って枠状に形成されており、地盤１２の土圧を負担している。こ
の外周基礎梁２２の内側には、複数の鉄骨基礎梁３０が配置されている。なお、外周基礎
梁２２は、鉄筋コンクリート造に限らず、鉄骨造であっても良い。
【００２０】
　複数の鉄骨基礎梁３０はＨ形鋼で形成されており、上下一対の上フランジ部３０Ａ及び
下フランジ部３０Ｂと、上フランジ部３０Ａと下フランジ部３０Ｂとを接続するウェブ部
３０Ｃとを有している。これらの鉄骨基礎梁３０は、平面視にて格子状に接合されている
。なお、鉄骨基礎梁３０は、Ｈ形鋼に限らず、例えば、Ｉ形鋼やＣ形鋼、ボックス鋼等で
あっても良い。また、鉄骨基礎梁３０は、格子状に限らず、例えば、格子状から鉄骨基礎
梁３０を適宜間引いても良いし、平面視にて三角形状にしても良い。
【００２１】
　各鉄骨基礎梁３０は、基礎スラブ２０の上面２０Ａから突出する後打ちコンクリート突
出部２４を介して基礎スラブ２０と接合されている。なお、後打ちコンクリート突出部２
４については、後述する。
【００２２】
　鉄骨基礎梁３０の端部には、端部プレート３２が設けられている。この端部プレート３
２の外面には複数のスタッド３４が設けられており、これらのスタッド３４を外周基礎梁
２２に埋設することにより鉄骨基礎梁３０と外周基礎梁２２とが接合されている。
【００２３】
　なお、鉄骨基礎梁３０の端部と外周基礎梁２２との接合方法は、外周基礎梁２２の構造
種別に応じて適宜変更可能である。例えば、外周基礎梁２２が鉄骨造の場合は、端部プレ
ート３２を省略し、鉄骨基礎梁３０の端部と外周基礎梁２２とを溶接等によって接合して
も良い。
【００２４】
　鉄骨基礎梁３０の上フランジ部３０Ａの上には、嵩上げ部材３６が設けられている。嵩
上げ部材３６は、上方が開口された断面ハット形状に形成されており、溶接やボルト等に
よって鉄骨基礎梁３０の上フランジ部３０Ａに接合されている。この嵩上げ部材３６、鉄
骨基礎梁３０、及び後打ちコンクリート突出部２４によって、ピット（地下空間）１６の
高さＨが確保されている。
【００２５】
　隣接する嵩上げ部材３６間には、図示しない複数のデッキプレートが架設されており、
これらのデッキプレートの上に床スラブ４０が形成されている。床スラブ４０は、鉄筋コ
ンクリートで形成されており、１階の床を構成している。この床スラブ４０は、複数の鉄
骨基礎梁３０を介して基礎スラブ２０と接合されている。これにより、床スラブ４０、鉄
骨基礎梁３０、及び基礎スラブ２０によってサンドイッチ構造が構成されている。なお、
嵩上げ部材３６は、適宜省略可能である。
【００２６】
　次に、基礎１０の施工方法の一例について説明する。
【００２７】
　はじめに、基礎スラブ施工工程について説明する。先ず、図１に示されるように、地盤
１２を凹状に掘削して掘削凹部１４を形成する。次に、図２（Ａ）に示されるように、掘
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削凹部１４内に複数のスラブ筋２６を適宜配筋する。
【００２８】
　また、鉄骨基礎梁３０との接合部には、スラブ側接合部材としての複数のスラブ側接合
鉄筋２８を配筋する。各スラブ側接合鉄筋２８は、下方が開口されたハット状に屈曲され
ており、接合部としての上部２８Ｕが基礎スラブ２０の上面２０Ａが上方へ突出するよう
に配筋される。また、複数のスラブ側接合鉄筋２８は、鉄骨基礎梁３０の長手方向に間隔
を空けた状態で配筋される。
【００２９】
　次に、掘削凹部１４に基礎スラブ２０用のコンクリートを打設して養生させる。これに
より、上面２０Ａからスラブ側接合鉄筋２８の上部２８Ｕが突出された基礎スラブ２０が
形成される。なお、スラブ側接合鉄筋２８の下部２０Ｌは、基礎スラブ２０に埋設される
。
【００３０】
　次に、基礎梁接合工程について説明する。先ず、スラブ側接合鉄筋２８の上方に鉄骨基
礎梁３０を設置し、鉄骨基礎梁３０の下フランジ部３０Ｂから下方へ突出する梁側接合ス
タッド３８を側面視にてスラブ側接合鉄筋２８の上部２８Ｕにラップさせる。なお、鉄骨
基礎梁３０は、図示しないスペーサを介して基礎スラブ２０の上に載置される。また、梁
側接合スタッド３８は、梁側接合部材の一例である。
【００３１】
　次に、鉄骨基礎梁３０の下フランジ部３０Ｂの幅方向の両端部に沿って型枠４１を仮設
すると共に、型枠４１内に後打ちコンクリート突出部２４用のコンクリートを打設して養
生させる。これにより、図２（Ｂ）に示されるように、梁側接合スタッド３８及びスラブ
側接合鉄筋２８が内部に埋設された後打ちコンクリート突出部２４が形成される。この後
打ちコンクリート突出部２４、梁側接合スタッド３８、スラブ側接合鉄筋２８を介して鉄
骨基礎梁３０と基礎スラブ２０とが接合される。なお、型枠４１は、後打ちコンクリート
突出部２４の形成後に適宜撤去する。
【００３２】
　次に、外周基礎梁施工工程について説明する。図１に示されるように、基礎スラブ２０
の外周部に、外周基礎梁２２用の図示しない型枠を仮設すると共に梁主筋等を適宜配筋し
、コンクリートを打設して外周基礎梁２２を形成する。この際、鉄骨基礎梁３０の端部プ
レート３２から突出するスタッド３４を外周基礎梁２２に埋設することにより、外周基礎
梁２２と鉄骨基礎梁３０とが接合される。なお、外周基礎梁２２は、鉄骨基礎梁３０と並
行して施工しても良い。
【００３３】
　次に、床スラブ施工工程について説明する。先ず、鉄骨基礎梁３０の上フランジ部３０
Ａに嵩上げ部材３６を溶接やボルト等によって接合する。なお、嵩上げ部材３６は、工場
等において予め鉄骨基礎梁３０の上フランジ部３０Ａに接合しておいても良い。
【００３４】
　次に、隣接する嵩上げ部材３６の間に図示しない複数のデッキプレートを架設すると共
に、デッキプレート上に図示しないスラブ筋を適宜配筋し、床スラブ４０用のコンクリー
トを打設して養生させる。これにより、１階の床スラブ４０が形成されると共に、床スラ
ブ４０と基礎スラブ２０とが複数の鉄骨基礎梁３０を介して接合され、サンドイッチ構造
が構成される。また、床スラブ４０と基礎スラブ２０との間に、ピット１６が形成される
。
【００３５】
　次に、第１実施形態の作用及び効果について説明する。
【００３６】
　本実施形態に係る基礎の施工方法によれば、基礎スラブ施工工程において、基礎スラブ
２０の上面２０Ａから接合部としてのスラブ側接合鉄筋２８を突出させておく。次に、基
礎梁接合工程において、下フランジ部３０Ｂの下面から梁側接合スタッド３８が突出され
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た鉄骨基礎梁３０をスラブ側接合鉄筋２８の上に配置し、鉄骨基礎梁３０と基礎スラブ２
０との間にコンクリートを打設して後打ちコンクリート突出部２４を形成する。これによ
り、後打ちコンクリート突出部２４、梁側接合スタッド３８、スラブ側接合鉄筋２８を介
して鉄骨基礎梁３０と基礎スラブ２０とが接合される。
【００３７】
　このように本実施形態では、基礎スラブ施工工程において、上面２０Ａからスラブ側接
合鉄筋２８が突出された基礎スラブ２０を施工（構築）した後に、基礎梁接合工程におい
て、スラブ側接合鉄筋２８に鉄骨基礎梁３０を接合する。したがって、基礎スラブ２０の
スラブ筋２６を配筋したり、基礎スラブ２０用のコンクリートを打設したりする際に、鉄
骨基礎梁３０が障害にならないため、基礎スラブ２０の施工性が向上する。
【００３８】
　また、基礎スラブ施工工程において基礎スラブ２０を構築した後に、基礎梁接合工程に
おいてスラブ側接合鉄筋２８に鉄骨基礎梁３０を接合するため、基礎スラブ２０を足場と
してスラブ側接合鉄筋２８に鉄骨基礎梁３０を接合することができる。したがって、基礎
スラブ２０と鉄骨基礎梁３０とを接合し易くなる。
【００３９】
　さらに、本実施形態では、基礎スラブ施工工程において、基礎スラブ２０の上面２０Ａ
からスラブ側接合鉄筋２８を予め突出させておき、このスラブ側接合鉄筋２８に鉄骨基礎
梁３０を接合するため、例えば、骨基礎梁３０接合用のアンカー等を省略することができ
る。したがって、基礎スラブ２０と鉄骨基礎梁３０との接合作業の手間が低減される。
【００４０】
　また、基礎梁（鉄骨基礎梁３０）を鉄筋コンクリート造ではなく鉄骨造にすることによ
り、鉄骨基礎梁３０の施工性が向上する。また、鉄骨造の鉄骨基礎梁３０を用いることに
より、基礎１０の軽量化を図ることができる。したがって、フローティング基礎を実現し
易くなる。さらに、基礎スラブ２０と床スラブ４０との間にピット１６を形成することに
より、地下空間の有効利用を図りつつ、基礎１０の軽量化を図ることができる。
【００４１】
　しかも、基礎スラブ２０と床スラブ４０とは複数の鉄骨基礎梁３０を介して接合されて
おり、サンドイッチ構造を構成している。これにより、鉄骨基礎梁３０の必要断面積を小
さくしつつ、基礎１０の剛性及び耐力を確保することができる。したがって、基礎１０を
さらに軽量化することができる。
【００４２】
　次に、第１実施形態の変形例について説明する。
【００４３】
　上記第１実施形態では、基礎スラブ施工工程において、接合部としてのスラブ側接合鉄
筋２８を基礎スラブ２０に設けた例を示したが、これに限らない。基礎スラブ２０には、
例えば、図３（Ａ）に示されるように、接合部としての接合プレート４２を設けても良い
。
【００４４】
　具体的には、接合プレート４２は、鋼板等によって板状に形成されており、基礎スラブ
２０の上面２０Ａに沿って配置される。また、接合プレート４２の下面４２Ａには、基礎
スラブ２０に埋設されるスタッド４４が設けられている。
【００４５】
　本変形例では、例えば、基礎スラブ施工工程において、スタッド４４が側面視にてスラ
ブ筋２６とラップするように接合プレート４２を配置し、接合プレート４２の下面４２Ａ
まで基礎スラブ２０用のコンクリートを打設して養生させる。これにより、基礎スラブ２
０にスタッド４４が埋設され、スタッド４４を介して接合プレート４２と基礎スラブ２０
とが接合される。
【００４６】
　次に、図３（Ｂ）に示されるように、基礎梁接合工程において、接合プレート４２の上
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に鉄骨基礎梁３０の下フランジ部３０Ｂを載置する。次に、下フランジ部３０Ｂの幅方向
の両端部と接合プレート４２の幅方向の両端部とをそれぞれ溶接して接合する。
【００４７】
　このように本変形例では、接合プレート４２を用いることにより、後打ちコンクリート
突出部２４（図２（Ｂ）参照）用の型枠の仮設やコンクリートの打設が不要になるため、
施工性が向上する。
【００４８】
　なお、鉄骨基礎梁３０の下フランジ部３０Ｂと接合プレート４２とは、ボルト等によっ
て接合しても良い。また、接合プレート４２の下面には、スタッド４４に替えて異形鉄筋
やアンカー等を設けても良い。さらに、接合プレート４２の形状は適宜変更可能である。
【００４９】
　また、上記第１実施形態では、スラブ側接合部材としてスラブ側接合鉄筋２８を用いた
例を示したが、これに限らない。スラブ側接合部材としては、例えば、異形鉄筋やスタッ
ド等を用いても良い。
【００５０】
　また、上記第１実施形態では、梁側接合部材として梁側接合スタッド３８を用いた例を
示したが、これに限らない。梁側接合部材としては、例えば、異形鉄筋等を用いても良い
。
【００５１】
　また、上記第１実施形態では、床スラブ４０、鉄骨基礎梁３０、及び基礎スラブ２０に
よってサンドイッチ構造を構成した例を示したが、必ずしもサンドイッチ構造を構成する
必要はない。
【００５２】
　さらに、上記第１実施形態では、基礎１０を地下に形成した例を示したが、基礎１０は
地上に形成しても良い。
【００５３】
　次に、第２実施形態について説明する。なお、第１実施形態と同様の構成のものは同符
号して付して説明を適宜省略すると共に、第１実施形態と同様の施工手順についても説明
を適宜省略する。
【００５４】
　図４（Ａ）に示されるように、第２実施形態に係る基礎４８では、複数のプレキャスト
床版５２を用いて基礎スラブ５０を施工する。具体的には、プレキャスト床版５２は、プ
レキャストコンクリートにより薄型のブロック状に形成される。このプレキャスト床版５
２の内部には、複数のスラブ筋５４，５６が水平二方向に適宜埋設されている。また、ス
ラブ側接合部材としてのスラブ筋５６は、プレキャスト床版５２の側面５２Ｓから突出し
ている。
【００５５】
　なお、後述するように、プレキャスト床版５２の側面５２Ｓ間に鉄骨基礎梁３０の下部
を挿入し易いように、上端のスラブ筋５６の突出量は短くされている。一方、下端のスラ
ブ筋５６同士は重ね合わされており、重ね継手やフレア溶接継手等が可能になっている。
【００５６】
　ここで、第２実施形態では、基礎スラブ施工工程において、掘削凹部１４の底面１４Ａ
に、複数のプレキャスト床版５２を設置する。この際、隣接するプレキャスト床版５２は
、スラブ筋５６が突出された側面５２Ｓ同士を対向させた状態で設置する。
【００５７】
　次に、基礎梁接合工程において、隣接するプレキャスト床版５２の側面５２Ｓ間に鉄骨
基礎梁３０の下部を挿入する。なお、本実施形態では、鉄骨基礎梁３０の下フランジ部３
０Ｂの下面に、複数のスタッド５８が二列で設けられている。これらのスタッド５８は、
鉄骨基礎梁３０と基礎スラブ５０との一体性を高めると共に、鉄骨基礎梁３０の設置高さ
を調整するスペーサとしても機能する。
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【００５８】
　次に、隣接するプレキャスト床版５２の側面５２Ｓ間に、モルタル、グラウト等のセメ
ント系充填材６０を充填して硬化させる。これにより、隣接するプレキャスト床版５２同
士がスラブ筋５６及びセメント系充填材６０を介して接合され、基礎スラブ５０が形成さ
れる。また、鉄骨基礎梁３０の下部がセメント系充填材６０に埋設され、鉄骨基礎梁３０
と基礎スラブ５０とがセメント系充填材６０及びスラブ筋５６を介して接合される。その
後、床スラブ施工工程において、床スラブ４０（図１参照）を形成する。
【００５９】
　次に、第２実施形態の作用及び効果について説明する。
【００６０】
　本実施形態に係る基礎の施工方法によれば、基礎スラブ５０を複数のプレキャスト床版
５２で構成することにより、例えば、現場での基礎スラブ５０のスラブ筋５６の配筋やコ
ンクリートの打設が不要になるため、基礎スラブ５０の施工性が向上する。さらに、プレ
キャスト床版５２は工場等で製作されるため、品質を確保しつつ、工期の短縮化を図るこ
とができる。
【００６１】
　また、基礎梁接合工程において、隣接するプレキャスト床版５２の側面５２Ｓ間に鉄骨
基礎梁３０の下部を配置した状態で、当該側面５２Ｓ間にセメント系充填材６０を充填す
る。これにより、隣接するプレキャスト床版５２同士が、スラブ筋５６及びセメント系充
填材６０を介して接合されて基礎スラブ５０が形成される。また、鉄骨基礎梁３０の下部
がセメント系充填材６０に埋設され、鉄骨基礎梁３０と基礎スラブ５０とがスラブ筋５６
及びセメント系充填材６０を介して接合される。したがって、基礎スラブ５０と鉄骨基礎
梁３０とを容易に接合することができる。
【００６２】
　さらに、鉄骨基礎梁３０の下部をセメント系充填材６０に埋設することにより、基礎ス
ラブ５０と鉄骨基礎梁３０との接合作業の手間を低減しつつ、鉄骨基礎梁３０の剛性を高
めることができる。したがって、鉄骨基礎梁３０の必要断面積を小さくすることができる
ため、基礎４８の軽量化を図ることができる。
【００６３】
　なお、本実施形態では、スラブ側接合部材としてスラブ筋５６を用いた例を示したが、
これに限らない。スラブ側接合部材としては、例えば、スタッドや異形鉄筋等を用いても
良い。
【００６４】
　次に、第３実施形態について説明する。なお、第２実施形態と同様の構成のものは同符
号して付して説明を適宜省略すると共に、第２実施形態と同様の施工手順についても説明
を適宜省略する。
【００６５】
　図５に示されるように、第３実施形態では、複数のプレキャスト床版８２及び鉄骨基礎
梁３０を用いて、鉄骨柱７２を支持する独立基礎形式の基礎（独立基礎）７０を形成する
。具体的には、複数の鉄骨基礎梁３０は、平面視にて十字状に接合されている。これらの
鉄骨基礎梁３０の交差部の上に鉄骨柱７２が立てられている。この鉄骨柱７２と鉄骨基礎
梁３０の交差部とは、図示しないボルトや溶接等によって接合されている。
【００６６】
　なお、本実施形態では、鉄骨柱７２が角形鋼管で形成されているが、鉄骨柱７２は、丸
形鋼管やＨ形鋼で形成されても良い。
【００６７】
　ここで、第３実施形態では、基礎スラブ施工工程において、平面視にて十字状の目地７
４が形成されるように、４つのプレキャスト床版８２を地盤１２上に縦横に並べて設置す
る。この際、隣接するプレキャスト床版８２は、スラブ筋５６が突出された側面８２Ｓ同
士を対向させた状態で設置する。なお、独立基礎形式の基礎７０の場合は、上端のスラブ
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筋５６は、適宜省略しても良い。
【００６８】
　次に、図６（Ａ）に示されるように、基礎梁接合工程において、平面視にて十字状に接
合された鉄骨基礎梁３０の下部を、４つのプレキャスト床版８２間に形成された十字状の
目地７４に挿入する。なお、複数の鉄骨基礎梁３０は、目地７４に設置した後に、平面視
にて十字状に接合しても良い。
【００６９】
　次に、隣接するプレキャスト床版８２の側面８２Ｓ間に、セメント系充填材６０を充填
して硬化させる。これにより、隣接するプレキャスト床版８２同士がスラブ筋５６及びセ
メント系充填材６０を介して接合され、基礎スラブ８０が形成される。また、鉄骨基礎梁
３０の下部がセメント系充填材６０に埋設され、鉄骨基礎梁３０と基礎スラブ８０とがセ
メント系充填材６０及びスラブ筋５６を介して接合される。これにより、独立基礎形式の
基礎７０が形成されている。
【００７０】
　なお、鉄骨基礎梁３０を目地７４に設置した後に、鉄骨基礎梁３０の上に鉄骨柱７２を
設置して接合しても良い。
【００７１】
　次に、本実施形態の作用及び効果について説明する。
【００７２】
　本実施形態によれば、平面視にて十字状に接合されると共に基礎スラブ８０と一体化さ
れた複数の鉄骨基礎梁３０によって鉄骨柱７２が支持される。したがって、鉄骨柱７２の
支持性能を確保しつつ、基礎７０の軽量化を図ることができる。
【００７３】
　また、鉄骨柱７２を基礎スラブ８０に直接接合する場合は、例えば、基礎スラブ８０に
鉄骨柱７２用のアンカーボルト等を埋設する必要があるが、本実施形態では、鉄骨柱７２
が鉄骨基礎梁３０を介して基礎スラブ８０に接合される。そのため、鉄骨柱７２を鉄骨基
礎梁３０にボルトや溶接等によって接合することができる。したがって、鉄骨柱７２用の
アンカーボルト等を基礎スラブ８０に打ち込む必要がないため、施工性が向上すると共に
コストを削減することができる。
【００７４】
　次に、第３実施形態の変形例について説明する。
【００７５】
　上記第３実施形態では、鉄骨基礎梁３０の下部をセメント系充填材６０に埋設した例を
示したが、これに限らない。例えば、図７に示されるように、鉄骨基礎梁３０の梁成をプ
レキャスト床版８２よりも低くし、鉄骨基礎梁３０全体をセメント系充填材６０に埋設し
ても良い。
【００７６】
　また、図７に示される変形例では、スラブ側接合部材としてＵ字鉄筋８４が用いられて
いる。また、鉄骨基礎梁３０のウェブ部３０Ｃには、Ｕ字鉄筋８４とラップするスタッド
８６が突設されており、鉄骨基礎梁３０と基礎スラブ８０との一体性が高められている。
【００７７】
　また、上記第３実施形態では、基礎７０を独立基礎形式にした例を示したが、基礎７０
は、例えば布基礎形式やべた基礎形式にしても良い。また、基礎７０をべた基礎形式にし
た場合には、第１実施形態と同様に、鉄骨基礎梁３０を平面視にて格子状に接合しても良
い。
【００７８】
　以上、本発明の第１～第３実施形態について説明したが、本発明はこれらの実施形態に
限定されるものでなく、上記第１～第３実施形態及び各種の変形例を適宜組み合わせて用
いても良いし、本発明の要旨を逸脱しない範囲において、種々なる態様で実施し得ること
は勿論である。
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【符号の説明】
【００７９】
１０　　基礎
２０　　基礎スラブ
２８　　スラブ側接合鉄筋（スラブ側接合部材）
３０　　鉄骨基礎梁
３８　　梁側接合スタッド（梁側接合部材）
４８　　基礎
５０　　基礎スラブ
５２　　プレキャスト床版
５２Ｓ　側面
５６　　スラブ筋（スラブ側接合部材）
６０　　セメント系充填材
７０　　基礎
８０　　基礎スラブ
８２　　プレキャスト床版
８２Ｓ　側面
７４　　目地
 

【図１】 【図２】
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